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８
月
８
日
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
協

力
協
定
等
を
町
内
９
郵
便
局
及
び
松
江
郵

便
局
と
締
結
し
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
時
の
協
力
事
項
は
緊
急
車
両

等
と
し
て
の
車
両
の
提
供
、
被
災
者
に
対

す
る
避
難
所
開
設
状
況
及
び
避
難
先
リ
ス

ト
等
の
情
報
提
供
、
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
広
報
活
動
な
ど
で
す
。

　

あ
わ
せ
て
締
結
し
た
地
域
に
お
け
る
協

力
に
関
す
る
協
定
は
、
郵
便
局
員
が
住
民

の
異
変
に
気
づ
い
た
り
、
道
路
の
異
状
や

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
り
し
た
場
合
、
町

に
通
報
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

締
結
式
に
は
、
勝
田
町
長
と
仁
多
郵
便

局
の
恩
田
博
局
長
、
松
江
中
央
郵
便
局
の

米
今
隆
祉
局
長
が
出
席
し
、
両
者
が
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
向
け
て
連
携
を

深
め
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　奥出雲町成人式が８月15日、横田コミュニティセン
ターで開催され、新成人が大人として新たな一歩を踏
み出しました。
　今年成人式を迎えたのは、平成９年４月２日から平
成10年４月１日生まれの町内出身者と在住者181人。
式典には、そのうち119人が出席しました。
　会場は真新しいスーツやドレス姿の新成人で華や
ぎ、同級生との久しぶりの再会に喜び合い、会話が弾
む姿が見られました。
　式典では、多くの来賓や町執行部が臨席する厳粛な
雰囲気の中、勝田町長から「この日を迎えられたのは、
ご家族や恩師の先生方、そして周囲の温かい教えや支
えがあったからです。このことをしっかりと胸に刻み、
かけがえのない人生を切り拓いてください」と新成人に
エールが送られました。
　新成人を代表して小早川理奈さん（馬木）が「社会
がどのように変化しようと、時流に流されず、人に流さ

れず、自分たちの将来像をしっかりとイメージして、目標
に向かい努力と精進を重ね自らを磨き、これからの人生
を切り開いていきたい」と新成人としての決意を述べら
れました。
　また、アトラクションとして仁多乃炎太鼓による「炎
神楽」が披露され、迫力ある太鼓の音が場内に響きわ
たり、華麗で力強いバチさばきと勇壮な身のこなしに
魅了されていました。

　住まいのあっ旋、職業紹介、起業・創業のサポート
を行う「奥出雲町まち・ひと・しごとセンター」がサイク
リングターミナル内に開所しました。
　８月10日に行われた開所式には、関係者26人が出
席。式では、勝田町長が「この空間を様々な方々に活
用いただき、一人でも多くの方の移住定住の機会につ
ながることを願っています」とあいさつし、絲原德康県
議会議員らとテープカットを行いました。
　センターの愛称は公募し、町内外から115点の応募
がありました。厳正なる審査の結果、暮らしを総合的に
支援する機能を持つ場所であることから「奥サポ」に
決定しました。
　内装は気軽に訪れやすいようなウッドデッキ風のデ
ザインを採用し、多くの地域住民の皆様に協力いただ
き作り上げました。また、打ち合わせ、自習などに無料
で利用できるスペースを設け、相談以外での利用が可
能です。

　奥サポでは、町職員や地域起こし協力隊員が相談に
対応し、賃貸や売却を希望する空き家を利用希望者に
紹介するほか、町内企業の求人情報紹介、スキルアッ
プを望む利用者向けのセミナーを行います。
　今後、暮らしのワンストップ窓口としてUIターン者な
どの移住定住の希望を叶え、挑戦の場を求める人のサ
ポート機能を担います。

お問い合わせ先

▲締結後に握手
　（左から勝田町長、米今局長、恩田局長）

▲誓いの言葉を述べる
　小早川さん

▲木の温もりが感じられる空間

▲炎神楽
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二十歳の誓いを仲間とともに
平成29年度奥出雲町成人式平成29年度奥出雲町成人式

奥出雲町まち・ひと・しごとセンター（奥サポ）が開所
暮らしをワンストップでサポート暮らしをワンストップでサポート

奥出雲町まち・ひと・しごとセンター利用案内

～まちのできごと～　
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